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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：田中 俊徳 准教授 （Q-AOS研究推進コーディネーター）

心臓は私たちが命を授かってから死ぬまで 100 年近くもの間、入

れ替わることなく拍動し続ける臓器である。当研究室では、心臓

のポンプ運動を構成する心筋細胞が日々曝される環境ストレスに

対してどのように適応しているのか、何がきっかけでストレスに

適応できなくなるのか、細胞やその構成要素（細胞内小器官やタ

ンパク質）の品質に着目した研究を行っている。ミトコンドリア

は生命活動に必要なエネルギーを、酸素を使って産生する細胞内

小器官である。近年の研究から、ミトコンドリアにおける酸素利

用効率の低下が、糖尿病や老化、がん進展と関連することが明ら

かになってきている一方で、酸素の使いすぎも疾患発症リスクを

高める原因となることがわかってきた。我々は、酸素を効率よく

利用するための生体内分子として硫黄の動態に注目した研究を展

開している。本セミナーでは、硫黄の代謝・動態が心臓のストレ

ス抵抗性に及ぼす影響を紹介しつつ、全ての動物・植物や地球環

境の健全を一体として考えるワンヘルス構想への貢献についても

考察したい。
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兵庫県姫路市に生まれました。東京大学薬学

部、大学院薬学系研究科で心臓が酸化ストレ

スを感知し、いち早く応答する機構を研究し，

その成果が Nature 誌に掲載され、2001 年

に博士（薬学）学位を取得しました．その後、

自然科学研究機構・岡崎生理学研究所で助手

を 3 年務めた後，九州大学大学院薬学研究院

の講師，准教授を経て 2013 年 8 月より岡崎

生理学研究所の教授に就任しました．2016 

年 9 月より九州大学で最初となるクロスアポ

イントメント教授に就任し，2020 年 4 月か

ら九州大学を主務として教育・研究に従事す

るとともに、九大薬システム創薬リサーチセ

ンター「グリーンファルマ研究所」センター

長として、アカデミア創薬研究にも精力的に

取り組んでいます。2022 年度には、心不全

治療薬やコロナ治療薬の開発に資する研究成

果が評価され、西日本文化賞奨励賞を受賞し

ました。
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